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Mimasaka

　

５
月
20
日
㈭
、
東
粟
倉
小
学

校
５
年
生
を
対
象
に
、
高
齢
者

疑
似
体
験
セ
ッ
ト
を
装
着
し
た

「
福
祉
体
験
学
習
」
を
行
い
ま

し
た
。

　

高
齢
者
疑
似
体
験
セ
ッ
ト
は
、

目
が
か
す
ん
で
見
え
る
ゴ
ー
グ

ル
、
腕
や
ひ
ざ
が
曲
が
り
に
く

い
サ
ポ
ー
タ
ー
、
お
も
り
等
を

装
着
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分

の
今
の
年
齢
か
ら
一
挙
に
80
歳

程
度
の
高
齢
者
に
な
っ
た
状
態

を
、
疑
似
的
に
体
験
で
き
ま
す
。

　

児
童
た
ち
は
体
験
装
具
を
装

着
し
、
踏
み
台
を
上
が
り
下
り

し
て
時
計
を
見
る
、
定
規
を
使

っ
て
10
㎝
角
の
正
方
形
を
書
く
、

曲
が
り
に
く
く
し
た
方
の
手
で

帽
子
を
か
ぶ
る
、
財
布
か
ら
お

金
を
出
す
と
い
っ
た
日
常
生
活

の
動
作
を
体
験
す
る
中
で
、
高

齢
者
や
障
害
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
た
様
子
で
し
た
。

　

体
験
を
終
え
た
児
童
の
感
想

プ
リ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
ぼ
く
は
、
お
年
寄
り
の
毎
日

の
感
覚
を
じ
っ
さ
い
に
知
り
ま

し
た
。
手
を
曲
げ
よ
う
と
す
る

と
、
い
た
い
し
、
足
も
自
由
に

曲
が
ら
な
い
つ
ら
さ
を
初
め
て

知
り
ま
し
た
。
目
は
ぼ
く
た
ち

と
は
ち
が
っ
て
、
白
く
ぼ
や
け

た
り
し
ま
す
。
耳
は
小
さ
な
音

や
小
さ
な
声
が
ぜ
ん
ぜ
ん
聞
こ

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
不

自
由
な
人
た
ち
を
見
か
け
た
ら
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
や
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
近
所

の
人
に
も
声
を
か
け
て
あ
げ
た

い
と
思
い
ま
す
」

　

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

福
祉
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か

け
づ
く
り
と
し
て
、
学
校
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
で
、
様
々
な
福

祉
体
験
や
世
代
交
流
を
、
関
係

機
関
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
協

働
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

福
祉
体
験
学
習
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
社

協
各
支
所
へ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

を
開
催

を
開
催

を
開
催

東
粟
倉
小
学
校
で

東
粟
倉
小
学
校
で

東
粟
倉
小
学
校
で

高
齢
者
疑
似
体
験
の

高
齢
者
疑
似
体
験
の

高
齢
者
疑
似
体
験
の

「
福
祉
体
験
学
習
」

「
福
祉
体
験
学
習
」

「
福
祉
体
験
学
習
」
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平成21年度　事業報告・決算報告

平成21年度  美作市社会福祉協議会一般会計資金収支計算書総括表
（自）平成21年4月1日　（至）平成22年3月31日

　美作市社会福祉協議会は、平成21年度事業計画に基づき、地域福祉を推進するため、「すべての人々が住み
慣れた地域で、安心していきいきとした暮らし」ができるように、重点事業を中心に取り組みました。
　今後の地域福祉を進めるうえで特に重要な事業として、地域福祉活動計画の策定に取り組んでいます。21年
度は、地域座談会やアンケートで収集した課題やニーズを調査研究し、策定委員会に諮りながら進めました。
　その他、地域福祉事業として、勝田地域において岡山県共同募金会の助成を受け、小地域の福祉力を高める
体制づくりを行うため、ご近所福祉ネットワーク推進支援事業に取り組んだほか、各支所において子育て支援
事業、障害者福祉事業、福祉移送サービス事業等に取り組みました。
　市からの受託事業として、配食サービス、地域住民グループ支援事業等の介護予防事業、施設管理事業、放
課後児童クラブ事業、ファミリーサポートセンター事業等に取り組みました。
　介護保険事業につきましては、昨年と同様に居宅介護支援事業、訪問入浴介護事業、通所介護事業、訪問介
護事業をそれぞれ行い、サービスの質の向上に努めてまいりました。
　災害復興センター運営事業につきましては、８月９日の豪雨災害から３日後の８月12日に美作水害ボランテ
ィアセンターを立ち上げ、８月28日までの17日間に県内外から多くのボランティアの方々の献身的な協力をい
ただき、被災地の復旧活動を行いました。

事業報告の概要事業報告の概要

会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
助成金収入
受託金収入
共同募金配分金収入
負担金収入
介護保険収入
自立支援費等収入
利用料収入
雑収入
受取利息配当金収入
経常収入計（1）
人件費支出
事務費支出
事業費支出
共同募金配分金事業費
助成金支出
負担金支出
返還金支出
経常支出計（2）

8,031,500
8,161,219
71,444,000
4,900,000
90,589,505
2,520,000
227,000

188,352,862
3,919,821
22,388,994
2,508,120
1,783,599

404,826,620
252,854,090
4,599,088
90,683,744
2,514,551
18,757,500
931,200

0
370,340,173
34,486,447
2,031,000
2,031,000
6,866,210
6,866,210

△ 4,835,210
0
0

6,617,035
10,635,730
17,252,765

△ 17,252,765
0

12,398,472
38,443,417
50,841,889

8,027,000
7,520,719
68,610,000
1,510,000
88,598,130
2,470,000
227,000

190,960,233
2,992,306
21,837,414
348,722
1,909,265

395,010,789
246,454,950
3,747,465
89,732,597
2,453,363
18,225,100
2,128,895
166,985

362,909,355
32,101,434

0
0

7,740,391
7,740,391

△ 7,740,391
0
0

18,478,719
10,070,088
28,548,807

△ 28,548,807
0

△ 4,187,764
42,631,181
38,443,417

4,500
640,500
2,834,000
3,390,000
1,991,375
50,000

0
△ 2,607,371

927,515
551,580
2,159,398
△ 125,666
9,815,831
6,399,140
851,623
951,147
61,188
532,400

△ 1,197,695
△ 166,985
7,430,818
2,385,013
2,031,000
2,031,000
△ 874,181
△ 874,181
2,905,181

0
0

△ 11,861,684
565,642

△ 11,296,042
11,296,042

0
16,586,236
△ 4,187,764
12,398,472

予備費（10）
当期資金収支差額合計（11）＝（3）＋（6）＋（9）－（10）
前期末支払資金残高（12）
当期末支払資金残高（11）＋（12）

経
常
活
動
に
よ
る
収
支

収　
　
　
　
　

入

支　
　
　

出

施
設
整
備
等
収
支

収
入
支
出

収
入

支
出

財
務
活
動
収
支

勘　定　科　目 本年度決算額 前年度決算額 増　　　減
（単位：円）

経常活動資金収支差額（3）＝（1）－（2）
施設整備等寄附金収入  
施設整備等収入計（4）  
固定資産取得支出  
施設整備等支出計（5）

施設整備等資金収支差額（6）＝（4）－（5）
  
財務収入計（7）  
積立預金積立支出  
その他支出  
財務支出計（8）

財務活動資金収支差額（9）＝（7）－（8）
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平成22年度　社協会員募集と会費納入のお願い

年額（1口） 主な対象 主　な　内　容

会員会費は３種類あります 

毎年、組合等を通じて戸別に会員加入をお願いして
います。 

社協の事業に、ご賛同いただける個人の方々に、ご
協力をお願いしています。 

社協の事業に、ご理解ご賛同いただける企業や法人
等に、ご協力をお願いしています。 

市　　民

市　　民

市内企業・法人等

1,000円

3,000円

5,000円

普通会員

賛助会員

特別会員

　美作市社会福祉協議会の事業にかかる経費は、市や県からの補助金や受託金のほか、自主財源として市民の
皆様からお寄せいただいた会費によってまかなわれています。 社会福祉協議会の会員制度は、社協の事業に賛
同し、その活動を資金的に支援していただくことにより、地域福祉を推進する一員となっていただくことを目
的としています。
　会員の皆様から寄せられた会費は、広報誌「社協だより」の制作費や市内ボランティア活動の支援に充当さ
せていただいている他、地域福祉活動を支えるための貴重な財源として、各地区社協に翌年度配分していま
す。
　社会福祉協議会では、年間を通じて会員を募集していますが、７月１日～８月31日は、『強化月間』として
位置づけております。本年度も社協会員制度の趣旨を一人でも多くの方にご理解いただき、ご協力よろしくお
願いいたします。

丸
紅
基
金
の
助
成
金
を
受
け

乗
用
芝
刈
機
を
購
入
し
ま
し
た
。

丸
紅
基
金
の
助
成
金
を
受
け

乗
用
芝
刈
機
を
購
入
し
ま
し
た
。

丸
紅
基
金
の
助
成
金
を
受
け

乗
用
芝
刈
機
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
の
た
び
丸
紅
基

金
社
会
福
祉
助
成
金
を
受
け
、
乗
用
芝
刈
機
を
購
入
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
乗
用
芝
刈
機
は
、
美
作
支
所
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
芝
生
管
理
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
紙
面
を
通
じ
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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大
原
支
所

　

子
育
て
サ
ロ
ン
『
ち
び
ゆ
り
ク
ラ
ブ
』
は
、
月
２
回
、

午
前
10
時
か
ら
美
作
市
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
ま
ゆ

り
苑
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
26
日
㈬
は
、
さ
つ
ま
芋
の
苗
植
え
を
し
ま
し
た
。

今
年
は
秋
の
焼
き
芋
会
に
向
け
、
苗
植
え
か
ら
成
長
す

る
ま
で
を
見
て
み
よ
う
と
、
雨
降
り
後
の
足
も
と
の
悪

い
中
、
親
子
で
土
づ
く
り
、
谷
上
げ
、
苗
植
え
を
慣
れ

な
い
手
つ
き
で
体
験
し
、
土
に
触
れ
て
み
た
り
、
虫
を

追
い
か
け
た
り
、
思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
『
ち
び
ゆ
り
ク
ラ
ブ
』
は
親
子
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

お
友
達
と
遊
ん
だ
り
、

お
母
さ
ん
や
お
う
ち
の
人
は
交
流
や
情
報
交
換
を
し
た

り
と
、
自
由
に
子
供
を
遊
ば
せ
る
こ
と
の
で
き
る
場
所

で
す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
相
談
員
が
い
る
の
で
子
育

て
に
つ
い
て
の
質
問
や
相
談
も
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

料
理
教
室
や
プ
ー
ル
、
消
防
体
験
な
ど
も
計
画
し
て
い

ま
す
の
で
住
ん
で
い
る
地
区
に
関
係
な
く
、
ぜ
ひ
一
度

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
勝
田
支
所
（
電
話
７
７-

２
９
０
０
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

４
月
９
日
㈮
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
大
原

事
業
所
に
、
バ
ン
ク
ー

バ
ー
冬
季
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス

キ
ー
競
技
で
日
本
人
男
子

初
と
な
る
２
個
の
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
さ
れ
た
西
粟
倉

村
出
身
の
新
田
佳
浩
選
手

が
慰
問
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
初

め
て
目
に
す
る
金
メ
ダ
ル

に
感
激
さ
れ
、
ず
っ
し
り

と
重
い
金
メ
ダ
ル
が
新
田

選
手
の
こ
れ
ま
で
の
大
変
な
努
力
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

「
今
度
は
ソ
チ
の
大
会
で
頑
張
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
元
気
で
長
生
き
を

し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
た
た
か
い
言
葉
と
握
手
を
い
た
だ
き
、
元
気
と
希

望
に
あ
ふ
れ
た
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

新
田
佳
浩
選
手
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

大
原
事
業
所
に
来
所
！

バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト

勝
田
支
所

子
育
て
サ
ロ
ン
﹃
ち
び
ゆ
り
ク
ラ
ブ
﹄

Mimasaka
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美
作
支
所

　

５
月
14
日
㈮
、
東
粟
倉
小
学
校
の
学
童
農
園
で
、

同
校
１
・
２
年
生
の
児
童
と
ひ
と
り
暮
ら
し
の
会

の
高
齢
者
が
３
班
に
分
か
れ
て
、
さ
つ
ま
芋
の
苗

植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
か
ら
苗
の
植
え
方
を
教
わ
っ
て
、

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
植
え
て
い
き

ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
毎
年
行
っ
て
お

り
、
２
年
生
の
児
童
は
顔
馴
染
み

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
話
を
し
た
り
、

手
を
つ
な
い
で
畑
に
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

秋
に
は
収
穫
し
た
芋
を
み
ん
な

で
料
理
し
て
『
さ
つ
ま
芋
パ
ー

テ
ィ
ー
』
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
お
芋
が
で
き
る
よ
う
、

楽
し
み
に
し
て
秋
ま
で
待
ち
た
い

と
思
い
ま
す
。　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
美
作
支
部

東
粟
倉
支
所

ひ
と
り
暮
ら
し
の
会
と

東
粟
倉
小
学
生
の
交
流
会

　

５
月
19
日
㈬
、
世
代
交
流
多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
美

作
支
部
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
美
作
地
域
内
37
ク
ラ
ブ
の
会
長
・
女
性
リ
ー
ダ
ー
が
出
席
さ
れ
、
平

成
22
年
度
事
業
等
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
改
選
に
よ
り
、
次
の
方
々
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

〔
支　

部　

長
〕

　
　
　

菊
地　

章
男

〔
副
支
部
長
〕

　
　
　

東
内　
　

昇

　
　
　

古
川　

雅
朗

〔
副
支
部
長（
女
性
部
部
長
）〕

　
　
　

前
田　

敏
子

〔
監　
　
　

事
〕

　
　
　

浅
野　

健
二

　
　
　

浜
田　

大
生

　

な
お
、
美
作
支
部
長
の
菊

地
章
男
さ
ん
は
、
こ
の
た
び

の
美
作
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
役
員
改
選
で
、
会
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。



6

Mimasaka

作
東
支
所

子
育
て
サ
ロ
ン
﹁
ぽ
ん
ぽ
こ
﹂
で
、

　
　

さ
つ
ま
い
も
の
苗
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
月
13
日
㈫
、
英
田
地
域
で
は
、

「
春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」
の
一

環
と
し
て
、
英
田
小
学
校
で
交
通
安

全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
老
連
英
田
支
部
役
員
と
英
田
小

学
校
生
徒
が
、
美
作
警
察
署
に
よ
り

交
差
点
で
の
正
し
い
横
断
の
仕
方
な

ど
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

当
初
は
校
庭
で
実
施
さ
れ
る
予
定

で
し
た
が
、
夜
来
の
雨
で
校
庭
が
使

用
で
き
ず
、
急
遽
、
体
育
館
で
の
受

講
と
な
り
ま
し
た
。

　

普
段
見
落
と
し
が
ち
な
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
を
再
確
認
し
、
参
加
者
全
員

で
交
通
事
故
の
被
害
者
に
も
加
害
者

に
も
な
ら
な
い
こ
と
を
約
束
し
て
散

会
と
な
り
ま
し
た
。

英
田
支
所

英
田
小
学
校
で

交
通
安
全
教
室
開
催

　

子
育
て
サ
ロ
ン「
ぽ
ん
ぽ
こ
」は
、

毎
月
第
３
金
曜
日
午
前
10
時
か
ら

福
山
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
て
い
ま
す
。
５
月
は
地
元
の
方

が
準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た
畑
で
、

毎
年
恒
例
に
な
っ
て
い
る
さ
つ
ま

い
も
の
苗
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
少
し
風
が
強
く
肌
寒
い
日

に
な
り
ま
し
た
が
、
植
え
方
を
教

わ
り
な
が
ら
親
子
で
楽
し
く
植
え

つ
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
栄
養
委

員
さ
ん
が
準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
昼
を
ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。

秋
に
は
自
分
た
ち
で
植
え
た
さ
つ
ま
い
も
掘
り
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
い
つ
も
子
育
て
サ
ロ
ン
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

愛
育
・
栄
養
委
員
さ
ん
に
は
、紙
面
を
通
じ
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

作
東
地
域
に
は
他
に
も
２
つ
の
子
育
て
サ
ロ
ン
が
あ
り
ま
す
。

　

子
育
て
サ
ロ
ン
は
、
誰
で
も
気

軽
に
参
加
で
き
、
子
供
は
も
ち
ろ

ん
お
母
さ
ん
た
ち
の
仲
間
づ
く
り

の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
サ
ロ
ン
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
美
作
市
社
会
福
祉

協
議
会
作
東
支
所
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

　 子育てサロン名 　　　開　催　場　所 　　　　日　　　時

ぱれっと 作東保健センター集団検診室 毎月第2・4金曜日午前10時～

ぱれっとよしの出張所 旧吉野幼稚園 毎月第3土曜日午前10時～

ぽんぽこ 福山生活改善センター 毎月第3金曜日午前10時～

○作東地域の子育てサロン

特 長
●活動場所と自宅との往復途上の事故も補償

●熱中症（日射病・熱射病）による障害も補償

●ボランティア自身の食中毒や特定感染症も補償

●地震等天災によるケガも補償（天災タイプ加入の場合）

お申し込み、ご照会、あなたの地域の社会福祉協議会へ

この保険は、全国社会福祉協議会が保険会社と一括して契約を行う団体契約です。

社会福祉法人
全国社会福祉協議会団 体 契 約 者

株式会社　福祉保険サービス 〒100-0013
東京都千代田区霞が関3丁目3番2号　新霞が関ビル17Ｆ

TEL：03（3581）4667　FAX:03（3581）4763
h t t p : / /www. fukush i hoken .co. j p 〈引受幹事保険会社〉日本興亜損害保険株式会社

取 扱 代 理 店

ボランティア活動保険
日本国内でのボランティ

ア活動中のケガや賠償事故を補償！

安心を支えま
す

ボランティア行事用保険
地域福祉活動の一環として行うボランティアに関する

行事におけるケガや賠償事故を補償！

福祉サービス総合補償
ヘルパー・ケアマネジャー等の活動中の

ケガや賠償事故を補償！

送 迎 サ ー ビ ス 補 償
送迎・移送サービス中の自動車事故等によるケガを補償！

年　間
保険料 Ａプラン...280円　Ｂプラン...420円 天災タイプも

あります。
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５
月
21
日
㈮
、
第
８
回
美
作
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
の
策
定
委
員
会
で
は
、
基
本
理
念
の
制
定
と
住
民
の
声
に
対
す
る
活
動
目
標

と
具
体
的
な
取
り
組
み
を
文
章
化
し
た
も
の
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

基
本
理
念
と
活
動
目
標
は
次
の
と
お
り
決
定
し
、
計
画
実
現
に
向
け
た
一
歩
、
計
画
の
目
指

す
方
向
が
定
ま
り
ま
し
た
。

　

基
本
理
念

　
　
「
み
ん
な
で
支
え　

み
ん
な
で
築
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
祉
の
ま
ち
美
作
」

　

活
動
目
標

　
　

１
．
支
え
あ
え
る
地
域
づ
く
り

　
　

２
．
人
材
育
成

　
　

３
．
み
ん
な
が
集
ま
る
場
所
づ
く
り

　
　

４
．
子
育
て
支
援

　
　

５
．
障
が
い
者
・
児
の
理
解
と
支
援

　
　

６
．
当
事
者
団
体
組
織
活
動
の
強
化

　
　

７
．
高
齢
者
の
外
出
支
援

　
　

８
．
災
害
に
対
す
る
意
識
づ
け

　
　

９
．
住
民
の
自
主
活
動
に
繋
が
る
情
報
の
伝
達

　
　

10
．
行
政
と
の
連
携
と
働
き
か
け

　
「
美
作
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
素
案
完
成
後
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
よ
り
よ
い
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に
、
意
見
公
募
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
）
を
行

い
ま
す
。
素
案
は
、
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
と
社
協
本
所
及
び
各
支
所
へ
の
設
置
、
ま

た
地
域
部
会
や
市
民
の
方
々
か
ら
の
意
見
聴
取
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あなたの子育てを応援します!!あなたの子育てを応援します!!あなたの子育てを応援します!!

ファミリー・サポート・センター

子育てサポーター
養成セミナーのお知らせ
日　時　７月９日(金)　10：００～12：00
場　所　世代交流多目的ホール（美作市北山）
内　容　救急法（乳幼児の救急救命及びけがの応

急処置）
講　師　美作市消防本部
お問い合わせ・申し込み先

美作市ファミリー・サポート・センター
(美作市北山401　美作市社会福祉協議
会美作支所）

　　　　TEL.0868-72-3961

美作市ファミリー・サポート・センター会員募集中!!

地
域
福
祉
活
動
計
画

　

策
定
委
員
会
開
催

第８回

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、
仕
事
や
家
事
の
都

合
で
子
育
て
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
方
と
子
育
て
の
お
手
伝
い
が
で

き
る
方
が
会
員
登
録
し
、
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
組
織
で
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
る

利
用
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

①
保
育
施
設
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
送
迎
や
預
か
り

　

②
習
い
事
や
塾
へ
の
送
迎

　

③
保
護
者
等
の
病
気
や
そ
の
他
急
用
の
場
合
の
援
助

　

こ
の
他
に
も
育
児
の
お
手
伝
い
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
、
細
か

な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
、当
セ
ン
タ
ー
に
は
、「
今
す
ぐ
必
要
は
な
い
け
れ
ど
、困
っ

た
と
き
は
助
け
て
ほ
し
い
」
と
い
う
方
が
登
録
に
来
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

関
心
の
あ
る
方
は
左
記
ま
で
連
絡
を
く
だ
さ
い
。
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①参加者の範囲は？
②開催日時は？
③参加者数は？
④活動内容（プログラム、
　食事の有無）は？
⑤役割分担は？
⑥安全確保は？
⑦プライバシー保護は？

基  本  方  針

Mimasaka

　

サ
ロ
ン
活
動
に
は
、
色
々
な
成
り

立
ち
、
運
営
方
法
が
あ
り
、
ひ
と
つ

の
決
ま
っ
た
形
が
あ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
集
ま
っ
た
人
達
の
好
み

で
活
動
内
容
を
決
め
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

ひ
と
り
で
始
め
る
の
は
大
変
で

す
。
担
い
手
の
中
心
と
な
る
人
を
募

り
ま
し
ょ
う
。

ふれあい・いきいきサロンを始めませんか？
美作市社会福祉協議会では、高齢者が健康で毎日を豊かにいきいきと暮らすことを目指し、

地域が共に支え合うことができる「ふれあい・いきいきサロン」を推進しています。
美作市社会福祉協議会では、高齢者が健康で毎日を豊かにいきいきと暮らすことを目指し、

地域が共に支え合うことができる「ふれあい・いきいきサロン」を推進しています。

地
域
の
状
況
を

知
り
ま
し
ょ
う
！

どのような集い
の場が必要？

中
心
メ
ン
バ
ー
を

集
め
ま
し
ょ
う
！

地域の各種団体等
に

協力の呼びかけを
！

活動の基本方針
を決めましょう！

　開始するサロンのイメージや
基本方針を話し合いましょう。
　開始するサロンのイメージや
基本方針を話し合いましょう。

歩いて来られる範囲が基本です。

　実際に開催していく中で、よ
り良い進め方や運営のルール等
を検討していきましょう。

　実際に開催していく中で、よ
り良い進め方や運営のルール等
を検討していきましょう。

会場を
決めましょう！

公民館
コミュニティハウス  他

参加を呼びかけ
ましょう！

サロンを
開催しましょう！

定期的な開催へ！

社会福祉協議会では随時、サロンに
関するご相談を受け付けています。ま
た、サロンへのレクリェーション用品の
貸出等をするなど支援もしています。

サロンについては、お気軽に美作市社会福祉協議会各支所までお問い合わせください。

12

3

4 5 6

7

孤立しがち
な人は？ サ

ロ
ン
の
開
設
準
備
か
ら

運
営
ま
で
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　美作市社会福祉協議会では、“ふれあい・いきいきサロン”の
活動支援のためにレクリェーション用品の無料貸出を行ってい
ます。今回は「回想かるた」をご紹介します。

　回想かるたは、高齢者にとって懐かしい暮らしを思い出すような昭和の生
活用品の写真を使用して作られたかるたです。
　昔の思い出を共有しながら楽しくおしゃべりをし、脳を刺激することは認
知症予防に効果があるといわれています。昔のことを思い出すということは、
誰でも取り組みやすく、苦労したことや楽しかったことなど、昔の思い出話に
会話が弾みます。ただし、話が盛り上がりすぎて、かるたがなかなか進まない
こともしばしばありますが…。
　また、子供たちと一緒に取り組んでも、楽しく昔の生活の勉強ができると
好評です。

回想かるたその2

社協イチ押し！
レクリェーション用品紹介コーナー
社協イチ押し！
レクリェーション用品紹介コーナー

※詳しくは、美作市社会福祉協議会本所（電話75-2622）までお問い合わせください。

　今年も勝英市町村社協連絡会（美作市・勝央町・奈義町・西粟倉村社協）主催による「2010夏のボラン
ティア体験事業」を７月から８月末にかけて行います。
　夏のボランティア体験事業は、ボランティアの活動体験を通じて、社会福祉についての理解を深めると
共に、様々な出会いの中から新しい発見や「ともに生きていく」視点について考える機会を提供すること
を目的に開催しています。今年も多数の参加をお待ちしています。

応募期間：６月25日㈮まで　　　活動期間：７月中旬～８月末
対　　象：ボランティア活動に関心があり、自分の意思で参加を希望する中学生以上の方
活 動 先：勝英管内の福祉施設、病院、幼稚園・保育園、その他地域のボランティア活動
参 加 費：500円
事前研修会・活動調整会議：７月４日㈰　13：30～15：30　勝央文化ホール
事後研修会：８月28日㈯　13：30～15：30　勝央町総合保健福祉センター
応募方法：募集要項より、活動希望先を選択し、所定の申込用紙に必要事項を記入の上、参加費をそえ

て、中・高校生は各学校へ、一般の方は社会福祉協議会各支所へお申し込みください。

詳しくは、美作市社会福祉協議会各支所までお問い合わせください。

お知らせお知らせ

2010夏のボランティア体験事業について2010夏のボランティア体験事業について

新理事・評議員紹介
　美作市社会福祉協議会では、去る
５月27日㈭に理事・評議員会を開催
し、新たに次の方が理事・評議員に
就任されました。（敬称略）

理　事　橋本　博光（美作地域社協の代表者：美作市平福）

評議員　上田　義雄（東粟倉地域社協の代表者：美作市中谷）
　　　　小林　範子（作東地域ボランティア活動団体の代表者：美作市宮原）
　　　　菊地　章男（老人クラブ連合会の代表者：美作市北山）
　　　　岸本　彰治（青少年健全育成団体の代表者：美作市福本）
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研修会開催や県ボラ交流会参加を決定
～美作市ボランティア連絡協議会総会・研修会～

　５月25日㈫、かつた市民センターに於いて、美作市ボランティア連絡協議会（27グループ・
649名）総会及び研修会が開催されました。
　当日は、平成21年度事業報告・決算報告及び平成22年度事業計画･予算（案）について協議さ
れ、研修会の参加や岡山県ボランティアグループ連絡協議会交流会参加等について承認された後、
阪神・淡路大震災のドキュメンタリー映画を鑑賞しました。
　また、本年度は役員改選の年度にあたり、以下の役員が承認されました。（敬称略）

〈会　長〉
　佐藤　順子（美作地域）
〈副会長〉
　新免美紀恵（勝田地域）
　丸本　育子（英田地域）
〈会　計〉
　春名　恒昭（東粟倉地域）
〈監　査〉
　新免　増枝（大原地域）
　小林　範子（作東地域）

代
表　

春　

名　

恒　

昭

　

結
成
か
ら
13
年
目
を
迎
え
た
東
粟
倉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
は
、

現
在
34
名
の
会
員
が
、地
域
の
福
祉
向
上

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、様
々
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

月
例
行
事
で
、毎
月
第
２
金
曜
日
の
朝
、

東
粟
倉
地
域
内
の
ア
ル
ミ
缶
回
収
を
行
っ

て
い
ま
す
。毎
回
15
人
位
の
会
員
が
各
地

区
か
ら
回
収
し
た
ア
ル
ミ
缶
を
、社
協
東

粟
倉
支
所
に
持
ち
寄
り
、ナ
イ
ロ
ン
袋
に

袋
詰
め
し
て
い
ま
す
。織
物
業
を
経
営
さ

れ
て
い
る
方
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
、高

さ
２
メ
ー
ト
ル
位
の
ナ
イ
ロ
ン
袋
は
10
袋

以
上
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、袋
詰
め
作
業

を
し
な
が
ら
和
や
か
に
、笑
顔
で
お
互
い

が
元
気
づ
け
あ
っ
て
の
活
動
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
他
、近
隣
の
施
設
慰
問
や
ク
リ
ー

ン
作
戦
等
も
実
施
し
て
お
り
、い
ろ
い
ろ

な
場
で
ふ
れ
あ
い
、つ
な
が
り
を
持
ち
、お

互
い
に
学
び
合
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
、こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

東
粟
倉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

紹
介
コ
ー
ナ
ー

●●●●●●●●●●●●●●●美作市の
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シルバー人材センターだより

画
案
・
同
収
支
予
算
案
、
役
員
改
選
等

の
提
案
し
た
４
号
議
案
の
全
て
が
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
人
組
織
後
３
年
目
を
迎
え
、
役
員

の
任
期
満
了
に
伴
う
理
事
14
名
・
監
事

２
名
が
改
選
さ
れ
、
新
し
く
理
事
長
に

藤
原
進
氏
、
副
理
事
長
に
和
田
義
且

氏
、
後
藤
禎
之
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
交
通
安
全
教
室
に
は

い
り
「
高
齢
者
の
交
通
安
全
」
と
題
し

て
、
美
作
警
察
署
の
影
山
交
通
課
長
か

ら
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

岡
山
県
下
・
美
作
署
管
内
の
交
通
事

故
の
実
態
と
事
故
の
原
因
・
今
後
の
課

題
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
等
々

の
話
に
、
会
員
は
身
近
な
問
題
と
し
て

熱
心
に
受
講
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
を
最
終
に
し
て
、
和
田
副
理

事
長
か
ら
総
会
全
行
事
の
閉
会
を
告

げ
、
全
会
員
が
一
丸
と
な
り
「
今
日
か

ら
、
ま
た
１
年
間
を
無
事
故
で
明
る
く

元
気
で
地
域
へ
貢
献
し
よ
う
」
と
誓
い

合
い
、
散
会
と
し
ま
し
た
。

　

先
月
５
月
27
日
㈭
、
作
東
バ
レ
ン
タ

イ
ン
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
美
作
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
通
常
総
会
を
、

多
数
の
来
賓
を
迎
え
、
盛
会
に
開
催
し

ま
し
た
。

　

中
谷
理
事
長
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓

の
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、
議
案
審
議

に
入
り
、
平
成
21
年
度
事
業
報
告
・
同

収
支
決
算
報
告
、
平
成
22
年
度
事
業
計

平
成
22
年
度  

第
一
回
通
常
総
会
が
盛
会
裡
に
終
わ
る

平
成
22
年
度  

第
一
回
通
常
総
会
が
盛
会
裡
に
終
わ
る
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多
額
の
ご
芳
志

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

　
　
　
　
　
　
　
　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

　
　
　
　
　
　
　
　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

香
典
返
し　
　
（
敬
称
略
）

見
舞
い
返
し

一
般
寄
付

長
谷
内　
　

馬
形　
　

修　

様

（
亡　

ひ
で
よ
）

　

楮　
　
　

皆
木
は
る
よ　

様

（
亡　

敏　

夫
）

真　

殿　
　

皆
木　

勇
樹　

様

（
亡　

美　

夫
）

真　

殿　
　

皆
木　

𠮷
博　

様

（
亡　

綾　

子
）

東
谷
上　
　

長
畑　

正
日　

様

（
亡　

三　

恵
）

中　

町　
　

春
名　

修
次　

様

（
亡　

賢　

治
）

川　

上　
　

中
尾　

德
長　

様

（
亡　

い
ま
ゑ
）

川　

上　
　

小
渕　
　

彰　

様

（
亡　

貞　

枝
）

川　

上　
　

小
松　
　

勝　

様

（
亡　

富　

男
）

川　

上　
　

野
村　

年
春　

様

（
亡　

静　

子
）

川　

戸　
　

芳
野　

都
子　

様

（
亡　

兼　

男
）

粟　

野　
　

結
城　

義
正　

様

（
亡　

弘　

志
）

後　

山　
　

竹
下
美
代
子　

様

（
亡　

澄　

恵
）

後　

山　
　

竹
下　

旭
良　

様

（
亡　

き
く
よ
）

後　

山　
　

西
浦　

大
道　

様

（
亡　

く
ら
代
）

中　

谷　
　

中
原　

清
高　

様

（
亡　

徐　

生
）

中　

尾　
　

綱
澤　

美
夫　

様

（
亡　

登
美
江
）

明　

見　
　

小
林　

孝
富　

様

（
亡　

富　

子
）

入　

田　
　

可
児　
　

博　

様

（
亡　
篤　
）

北　

山　
　

粟
井　

澄
子　

様

（
亡　

清　

一
）

平　

福　
　

橋
本　

光
男　

様

（
亡　

浪　

惠
）

三
倉
田　
　

平
田　

克
哉　

様

（
亡　

杏　

子
）

湯　

郷　
　

柏
木　

種
子　

様

（
亡　

三　

郎
）

粟
井
中　
　

安
東　

真
一　

様

（
亡　
糺　
）

粟
井
中　
　

稲
尾
て
る
子　

様

（
亡　

康　

男
）

五　

名　
　

小
林　
　

農　

様

（
亡　

壽
美
子
）

小
ノ
谷　
　

江
見　

文
男　

様

（
亡　

治　

郎
）

岩　

辺　
　

石
川　
　

敏　

様

（
亡　

と
く
よ
）

大
聖
寺　
　

坂
根　
　

明　

様

（
亡　
勇　
）

土　

居　
　

鍬
先　

晴
之　

様

（
亡　

千
枝
子
）

土　

居　
　

鍬
先　

康
男　

様

（
亡　

内
海
高
子
）

土　

居　
　

松
尾　
　

要　

様

（
亡　

房　

子
）

土　

居　
　

寺
本
ま
す
み　

様

（
亡　

古
畑
美
保
子
）

土　

居　
　

大
谷
眞
由
美　

様

（
亡　

雪　

江
）

白　

水　
　

野
谷　

和
巳　

様

（
亡　
壽　
）

鈴　

家　
　

山
名　

亀
一　

様

（
亡　

末　

子
）

尾　

谷　
　

本
同　

貞
則　

様

（
亡　
　
　

江
）

真　

神　
　

丸
山
多
喜
男　

様

（
亡　

勝　

子
）

　

奥　
　
　

長
畑　
　

精　

様

（
亡　

み
つ
子
）

　

奥　
　
　

赤
堀　

成
文　

様

（
亡　

節　

子
）

　

北　
　
　

青
山　

正
司　

様

（
亡　

吉　

六
）

中　

川　
　

橋
本　

公
男　

様

（
亡　

菅　

代
）

中　

川　
　

藤
原　
　

功　

様

（
亡　
實　
）

中　

川　
　

丸
尾　

正
博　

様

（
亡　

岩　

雄
）

奈
義
町　
　

小
童
谷
孝
忠　

様

（
亡　

水
嶋
昌
子
）

美
咲
町　
　

国
司　

公
子　

様

（
亡　

入
江
四
郎
）

玉
野
市　
　

各
務　

邦
明　

様

（
亡　
進　
）

た
つ
の
市　

岡
田　

忠
司　

様

（
亡　

益　

夫
）

加
古
川
市　

前
田　

和
広　

様

（
亡　

井
上
久
男
）

西
宮
市　
　

加
藤　

康
之　

様

（
亡　

豊　

野
）

東
大
阪
市　

皆
木
不
二
男　

様

（
亡　

菊　

江
）

立
川
市　
　

山
本　

典
明　

様

（
亡　

好　

子
）

余　

野　
　

水
島　

弘
子　

様

真
加
部　
　

宮
元　

玉
代　

様

真
加
部　
　

宮
元
幸
四
郎　

様

大　

町　
　

西
岡　

信
正　

様

東
谷
上　
　

駿
口　

直
人　

様

東
谷
下　
　

富
阪
多
恵
子　

様

中　

谷　
　

西
峪
多
大
雄　

様

小
ノ
谷　
　

鈴
木　

春
江　

様

美
作
市
傷
痍
軍
人
会
・

同
妻
の
会
大
原
支
部　

様
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